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［はじめに］

少子高齢化に伴って，献血人口は減少してお

り1)，この対策として若年層の献血率を向上させ

ることが血液事業の重要な課題である2)。このた

め，各地の血液センターでは若年層向けの出前講

座や献血セミナーなどの広報活動が強化されてい

るが3)〜5)，それらの取り組みにおける看護師の関

わりはまだ薄いように思われる。

京都センターにおいては，平成25年度から看

護師が献血セミナーに随時同行している。この契

機は，ある高校献血であった。朝食抜きや睡眠不

足などのために不採血となる生徒が非常に多く，

［特別企画２］
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抄　　録

平成25年度から京都センターでは，採血副作用予防の説明や輸血を受けた

患者・家族の声を生で届けられる看護師ならではの広報をめざして，看護師

が献血セミナーに同行している。高校生以上を対象としたセミナーでは，献

血の流れの説明，献血模擬体験，血液型判定体験などを実施した。また看護

師の臨床体験を伝えたり，当日の供給状況を説明するなど，臨場感を持たせ

る工夫も加えた。小学生対象のセミナーでは，看護師が作成した紙芝居の上

演，血液分離実験，献血模擬体験，看護師なりきり体験などを実施した。セ

ミナー後のアンケート調査では，参加者の100％近くが献血の必要性を理解

し，約80％が献血に参加してみたいと回答した。若年層には「まず献血を知

ってもらう」ことが一番重要であり，看護師が参加することにより，献血を

より身近に感じてもらえると期待できる。今後はさらに多くの看護師がセミ

ナーを担当できるような体制を築き，広報活動に関わることは血液事業にお

ける看護師業務の一環であると位置付けられるように努めて行きたい。
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VVRも多発していた。「看護師から事前に説明す

ることで，この傾向を改善できないか」という思

いから，同行するようになった。

当初の契機は不採血率の改善とVVR予防であ

ったが，その後は対象が小学生低学年にも拡大し

ている。現在では，採血器具を使った実演や模擬

体験，輸血を受けた患者さんや家族の声の紹介な

ど，看護師ならではの広報活動へと発展している。

これまでの工夫を重ねてきた看護師の取り組みに

ついて報告する。

［方　　法］

献血セミナーが開催される時は，およそ１カ月

前に献血課の広報担当者から打診がある。可能な

限り，看護師も同行できるよう勤務調整を行って

いる。先方との打ち合わせにおいて希望されるセ

ミナーの趣旨を把握する。献血取り組みの事前説

明会，道徳の授業の一環，医療系専門学校の学習

課題など趣旨はさまざまである。その後，参加者

の年齢層や会場の環境等を考慮して，それぞれに

応じた資料や資材を作製・準備する。高校生以上

を対象とする場合は，献血を身近に感じてもらえ

るように説明する。小学生が対象の場合は，ボラ

ンティア精神や献血について理解を深めてもらう

ようにしている。

高校生以上を対象としたセミナーは，なるべく

参加者の中に入り込んで対話方式で進行するよう

に心がけている。セミナー開始当初は献血の流れ

を中心に説明していたが，参加者の反応は薄く，

無関心な印象であった。回を重ねるうちに，学生

は血液の成分や身体のしくみに興味があることが

わかってきた。そこで，現在ではやや専門的な説

明も盛り込むようにしている。セミナー参加者は

数人～約300人，時間は10分～２時間程度とさ

まざまである。少人数で時間に余裕があるときは，

血液型判定の実演などをしている。また，オープ

ン採血用のベッドと採血機器を持参して献血の模

擬体験を行うこともある。

献血取り組み前の事前説明会として開催するセ

ミナーでは，当日の献血の流れをイメージできる

ように説明して，副作用予防に重点をおいている。

夜更かしせず，空腹を避けるなど具体的に話し，

献血はボランティアなので無理をしないことも申

し添えている。セミナー後には，献血について友

人や家族に話すことや，SNSで率直な印象を同

世代に発信するようお願いしている。

小学生対象のセミナーは，参加者が数人であっ

ても数十人であっても，座学で話を聞くのは数分

が限界であることを経験した。そこで，子供主体

の参加型セミナーとなるよう心がけ，ほぼすべて

のセミナーに看護師が同行している。子供達に，

からだの中に血液が流れていることや血液成分の

働きを，看護師で作成した紙芝居を使って説明し

ている（図１）。時には血小板・赤血球・白血球・

血漿のお面をつけて血液成分になってもらったり

（図２），聴診器で心臓の音を聴きあって命を感じ

てもらうこともおこなっている。高学年の道徳の

授業への参加時には，「ボランティア」や「人助け」

について考えてもらい，その中に献血があること

を説明している。

また夏休みに開く献血キッズセミナーでは，赤

インクやジュースを使用しての分離実験や採血車

での献血模擬体験を実施している。セミナーでの

経験を活かして大手企業主催の「お仕事体験」イベ

ントに参加した際には，女児にはナース服と子供

たちで作成したナースキャップ・男児には救護服

を着用してもらって，「なりきり体験」を実施した。

献血者役の保護者からは「これを契機に献血に行

く。」という声も一部ではあるが聞かれた。待ち時

間には，献血にまつわる絵柄で缶バッジを作成し，

服や鞄など身近な所に付けて広報していただくこ

ともお願いした。

対象者が誰であっても，セミナーでは輸血用血

液を待ち望んでいる患者さんや家族がいることを

必ず話している。たとえば輸血後には元気が出て

遊びに夢中になれる子供の話や，お母さんの体が

楽になって子供を抱っこできる話など，血液は患

者さんも周囲の人も幸せにするということを紹介

している。小学生には，お母さんに抱っこしても

らえた話を「血液が親子の絆を繋ぐ」という手作り

の紙芝居で伝えている。

［結　　果］

セミナーへの看護師の同行回数は，当初（平成
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25年度）は７回（高校生以上対象３回，小学生対

象４回）であったが，徐々に増加し，今年度上半

期には高校生以上対象セミナーに５回，小学生対

象セミナーに10回同行するまでに至っている（図

３）。

セミナー後には全員にアンケート調査を依頼し

ている。回答者600名中ほぼ全員の594名（99％）

が献血の必要性を理解できたと回答し，478名（80

％）が一度献血したいと回答してくれた。自由記

述欄の回答では，高校生以上の参加者からは「ず

っと献血に興味はあったので，聞けて良かった。」

「このようなセミナーが開催されていることをも

っと早く知りたかった。」などの感想が寄せられ

た。子供たちからは「今日，献血のことを聞いて

その意味がわかりました。」「今，この瞬間も血液

が必要な人がいるから，大人になったら献血に参

加したいです。」というコメントをいただいた。こ

のようなコメントが，私たちが献血セミナーを続

ける原動力になっている。

献血セミナーを通じた啓発は直ちに結果が得ら

れるものではないが，中には具体的成果を実感で

きる事例もあった。学校献血を実施しているある

高校では，平成24年には不採血率が50％近くあ

った。朝食抜きや睡眠不足など献血に対する理解

不足のため，その大半は医師問診での採血不適で

あった。セミナーを開催するようになってから，

不採血率はほぼ半減しただけでなく，献血に参加

する生徒数も増加している（図４）。これは，セ

図１　小学生対象のセミナーで使用する紙芝居

看護師の手作りで，体内を血液が流れていることや血液成分の働きを説明するために使用する。通常は13枚構成で，うち
４場面を図示した。
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平成25年度は７回（高校生以上対象３回，小学生対象４回）だったが，今年度上
半期には高校生以上対象セミナーに５回，小学生対象セミナーに10回同行する
までに至った。

図３　看護師が献血セミナーに同行する回数の増加

図２　小学生が血液成分のお面をつけた場面

手作りの血小板・赤血球・白血球・血漿のお面をつけて血液成分になることで，血液の働きを理解する。



第40回日本血液事業学会総会／特別企画２	 40：183

ミナーを聴いた生徒が朝食や十分な睡眠の必要性

を理解し，生徒自ら献血への十分な心構えと安心

して参加できるようになったこと，セミナーを聴

いた教職員も積極的に献血を呼びかけるようにな

ったことなどが理由だと考えている。

［考　　察］

献血離れが進行している現在では，まず若年層

に「献血を知ってもらう」ことが重要である。

血液センターの看護師は，輸血用血液を献血者

から安全かつ円滑に採血することが求められてい

る。さらに，看護師は患者さん・患者さんの家族・

献血者の声を若年層に生で届けられる絶好のポジ

ションにもいる。この立場を活かして看護師が広

報活動に携わることを，血液事業における看護師

業務の一環と位置付けられるような体制となるよ

うに，「カイゼン」にも努めて行きたいと考えてい

る。

（本論文の要旨は，第40回日本血液事業学会にて

発表した。）
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図４　京都府下の某高校における不採血率の推移

H24年度

119【受付数】

【不採血数】

【不採血率】

57

94

47.8％

24.4％ 23.5％ 26.8％

23

140

33

164

44

H25年度 H26年度 H27年度

平成24年に50％近くあった不採血率が，セミナーを開催するようになってから大き
く低下し，献血に参加する生徒数も増加を示している。


